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○県内から県庁を訪問して下さったお客様 223 グループ 206 グループ 194 グループ

○県外から県庁を訪問して下さったお客様 112 グループ 81 グループ 108 グループ

　　　　　　・国機関関係 35 グループ 24 グループ 28 グループ

　　　　　　・外国関係 18 グループ 7 グループ 16 グループ

○式典・大会出席挨拶 227 回 274 回 312 回

○講演・シンポジウム 20 回 18 回 22 回

○県内各地への出張回数 79 回 103 回 89 回

○県外各地への出張回数 66 回 78 回 68 回

　　　　　　・東京 24 回 32 回 26 回

　　　　　　・大阪 31 回 28 回 22 回

　　　　　　・他府県（東京、大阪を除く） 10 回 17 回 18 回

　　　　　　・外国 1 回（中国） 1 回（スペイン） 2 回

○公用車の走行距離 23,889 Km 23,104 Km 23,773 Km

○県内各界要人との懇談 24 回 33 回 26 回

○県内企業訪問 15 回 27 回 17 回

○国の要人との政策議論・要望 32 項目 51 項目 60 項目

75 回 66 回 62 回

○企業首脳トップセールス 41 回 60 回 32 回

（イタリア・フランス、ブラジ
ル・ペルー）

Ⅰ　県民と親しみ、県外に進攻した活動実績

就任3年目
(H20.12.1～H21.11.30)

就任1年目 就任2年目
(H18.12.19～H19.11.30) (H19.12.1～H20.11.30)



Ⅱ　談合システムからの訣別と清潔な県政の実現

○ 公共調達制度改革

実情に応じて新公共調達制度の見直しを実施

（２月）

・ 総合評価方式の技術評価点と入札価格のバランスを適正化

・ 現場条件を反映した適正な積算･発注の徹底

・ 緊急経済対策として総合評価方式の特別簡易型の適用拡大と入札公告期間
の短縮

（４月）

・ ダンピング対策の充実を図るため、最低制限価格･調査基準価格の算定式等
を見直し

（９月）

・ 建設工事に係る委託業務の発注基準の見直し

（１２月）

・ 最低制限価格の算定式の見直し

・ 総合評価方式の見直し

・ 土木一式工事の直近下位ランク工事への参入を見合わせ
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Ⅲ　新しい県政の運営方法の導入

○

○

○

○ 県庁組織改革・人事異動（４月）

・ 振興局の地域振興機能を強化

・ 女性相談所を子ども・障害者相談センターに統合し、「子ども・女性・障害者相
談センター」に改編

・ 和歌山市との連携を強化するため、県・市双方の所属長クラスの職員を相互
派遣

・ 岩出市の行政改革の推進を支援するため、新たに所属長クラスの職員を部長
ポストへ派遣

・ 県内町村との若手職員の相互派遣を引き続き実施(３町)

・ 新たに京都大学公共政策大学院と和歌山大学大学院経済学研究科に職員を
派遣

・ 中国山東省に職員を派遣

・ 過去最大規模の若手職員22名を８省２庁３団体に派遣

○ 係長級に昇任した職員９４名程度を約１ヶ月間民間企業に派遣（６月～）

○ アルバイト職員採用のための試験を実施(５月)

○

市町村と県の連携を密にするため、振興局に窓口として「地域別担当者」を配置
(６月)

新行財政改革推進プランの実施方針を決定(２月)
　公の施設等1.2億減、外郭団体等0.3億減、補助金7.1億減

「市町村への分権に関する計画」を策定（３月）
　移譲法律数　和歌山市＝21法律、一般市＝49法律、町村＝34法律
　移譲時期　　　原則として平成22年4月から

知事が直接県民の皆様と意見交換する「和歌山県行政報告会」を開催（７月～）
　６市１町で計１１回開催
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○ 県と市町村の役割分担明確化のため、県事業に対する市町村負担金を原則廃
止(２２年度から)
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Ⅳ　未来を拓くひたむきな人間力を育む和歌山

１．元気な和歌山の未来を拓く人づくり

○

○ 「親と子どものためのきらめき”夢”トーク」を開催（平成20年度～）

１月　島 正博（島精機製作所代表取締役社長）　　　御坊市

２月　請川 孝治（県工業技術センター所長）　　　　　新宮市

４月　山田かおり（イリノイ大学特別研究員）　　　　  紀の川市

７月　北原照久（フュージョンミュージアム館長）　　　和歌山市

９月　西　陽子（箏曲家）　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本市

11月　岩倉信弥（多摩美術大学理事・教授）　　　　 和歌山市

○ 児童・生徒が興味や関心を持ってふるさと和歌山を学ぶための資料集を作成

○

約130ブースが出展、約12000人参加（２日間の延べ人数）

○

○ きのくにロボットフェスティバル2009を御坊市で開催（12月）

○

中学生・高校生の理科に関する興味や関心を喚起するため、本県にゆかりのあ
る湯川秀樹博士のノーベル物理学賞受賞60周年を記念して、「きのくに科学教育
シンポジウム」を開催(12月)

教育に関する初めての総合的な計画となる「和歌山県教育振興基本計画」を策
定（４月）

子供たちの発明や科学に対する関心を高め、次代の和歌山県を担う人材育成を
目指し「発明の祭典ｉｎ和歌山」開催（11月）

知事部局、県教育委員会、県警察等が協力し、青少年のネットいじめや犯罪被害
を防ぐ「ネットパトロール事業」を開始（6月）
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２．明るく元気な社会づくり

 ①　文化芸術の振興

○ 和歌山県文化芸術振興条例を施行（4月）

○ 世界遺産と芸術の融合をテーマにした「和歌山県世界遺産公演」を開催（11月～）

 ②　スポーツの振興

○ 第７０回国民体育大会（平成27年）開催準備

・ 開催基本構想決定（３月）

・ 知事部局に国体推進監、国体準備課を設置するとともに、関係課職員を国体
推進員に任命し、全庁を挙げた取組を実施（４月）

・ 国体関連施設の整備に着手（紀三井寺公園再整備、県民水泳場建替、県立
総合体育館（仮称）整備）

○ 和歌山県ゴールデンキッズ発掘プロジェクト

第１～３期のゴールデンキッズに対し各育成プログラムを実施するとともに、第
４期生発掘のための体力測定会を開催

○

○

○

・ ＪＯＣジュニアオリンピックカップ・ＪＳＡＦジュニアユースセーリングチャンピオン
シップ（7月）

・ 第27回全日本ＦＪ級ヨット選手権大会（８月）

・ テーザー級ヨット世界選手権（９月）

和歌山セーリングセンター（ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点）で
世界選手権等を開催

県内のスポーツ施設と宿泊施設を案内する「スポーツ王国　わかやま　合宿ガイ
ド」を発行(３月)

平成２１年度全国高等学校総合体育大会の体操競技、新体操、ヨット競技を開催
（７～8月）
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 ③　国際交流の推進

○

○

○

○

 ④　人権尊重社会の実現

○ 「和歌山県人権尊重の社会づくり協定」新規締結　２７団体　計１２４団体

○ ひきこもり地域支援センターを県精神保健福祉センターに設置（8月）

ブルネイ・ダルサラーム国へ県内高校生及び大学生を派遣（３月）

ミャンマー国保健省視察団の受け入れ（７月）

和歌山県・山東省友好提携２５周年記念公式訪問団派遣（11月）

在伯和歌山県人会連合会創立５５周年記念式典への参加及びペルー和歌山県
人会訪問（11月）
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Ⅴ　生涯現役で誰もが活躍できる和歌山

１．少子化対策の充実

○

○

○

２．福祉の充実

○ 福祉の総合相談窓口を県庁本庁、各振興局、各市町村に設置（２月）

○

・ 地域ごとの実情にあった見守り活動等を行うボランティアを、地域見守り協力
員として支援

・ 地域で助け合い活動を行う市町村のシルバー人材センターや社会福祉協議
会を支援

○ 県立知的障害児施設「有功ケ丘学園」を全面改築（３月）

○ 子ども虐待防止基本計画策定（４月）

○ 児童家庭支援センターを開設（４月）

○ 刑務所等の矯正施設に入所中の障害者等を対象に、出所後直ちに福祉サービ
スが利用できるよう、県地域生活定着支援センターを設置（９月）

特定不妊治療費助成額を拡充（１回あたり助成限度額10万円→15万円）（4月）

育児相談サロンを増設（２カ所→３カ所）（７月）

地域で高齢者等が相互に支え合える体制構築を支援

妊婦健診費助成を支援（市町村単独実施の５回分と併せ、標準的な１４回分を助
成）（４月～全市町村で実施）
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○ 「和歌山で福祉・医療の仕事をしませんか！」を実施

ＨＰ掲載事業所等数　７０９　就職者数　５５６人　（１１月末現在）

３．健康わかやまの実現

○ 医療従事者確保対策

・ わかやまドクターバンク制度により医師を採用し、那智勝浦町立温泉病院へ
派遣（本制度による採用は２人目）（３月）

・ 県立医科大学の入学枠を拡大（平成21年度入学定員　85名→95名）
※95名の内訳：一般枠70
　　　　　　　　　県民医療枠（卒業後県内拠点病院に従事）20
　　　　　　　　　地域医療枠（卒業後へき地医療に従事）５
※22年度からさらに地域医療枠を５名増

・ 近畿大学医学部に、卒業後、和歌山県内のへき地の医療機関や不足診療科
で従事することを条件とする地域枠５名を設定（２２年度～）

○

○

○

○ 自殺対策情報センターを県精神保健福祉センターに設置（９月）

○ がん征圧全国大会が本県で初めて開催（９月）

和歌山県立医科大学みらい医療推進センター開所（７月）

和歌山県、徳島県、県立医科大学附属病院が、ドクターヘリ等の相互応援に係る
基本協定を締結（3月24日から運用を開始）
大阪府とも同様の協定を締結（4月1日から運用を開始）

和歌山県立医科大学高度医療人育成センター竣工（12月）
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Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山

１．商工業の振興

○ 企業立地の促進

・ 平成21年１月以降新たに21社の企業立地が決定（詳細別紙）

・ 企業立地促進計画「紀ノ川流域地域基本計画」を、農林水産物を活用した産
業の集積を図るとともに、情報家電関連産業及び新エネルギー関連産業によ
る活性化を目指し、集積業種及び集積区域の追加・見直しを実施（２月）

○

ＨＰ掲載企業数　６４社　採用総数　延べ１１９社、２１７人　（11月末現在）

○

平成21年度事業計画（11月末現在）
　ふるさと雇用
　　県　　　　　21事業　　258百万円　　138人雇用
　　市町村　　56事業　　449百万円　　147人雇用
　緊急雇用
　　県　　　　　37事業　　475百万円　　354人雇用
　　市町村 　114事業　　461百万円　　541人雇用

○ 和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨品を認定（12月）

第２回認定　認定数　140件　80事業者
　　　　　　　　製造物分野　117件　生鮮物分野　22件　観光資産　1件

○ 見本市等に出展

・ 東京レザーフェアに出展（１月、６月）

・ わかやま産品商談会ｉｎ和歌山開催（９月）

・ 中国国際工業博覧会に出展（11月）

○ 和歌山農商工連携ファンド創設（9月）

採用意欲のある県内企業の協力を得て、優秀な人材を積極的に呼び込む活動
「和歌山で働きませんか！」プロジェクトを実施

「ふるさと雇用再生特別基金活用事業」及び「緊急雇用創出事業臨時特例基金
活用事業」を実施
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○

○ 中小企業向け県融資制度の見直しを行い、中小企業者の資金繰りを支援

・ 制度見直し後の新規融資額が、１年間(H20.11～H21.10)の累計で過去最大と
なる1005億円の利用(10月)

・ 貸出金利を最大で０．３％引き下げ（10月）

○ 和歌山県１００年企業表彰（37企業）（９月）

○ 一日中小企業庁ｉｎ和歌山開催（7月）

○ 一日ジェトロｉｎ和歌山開催（12月）

和歌山県新技術創出推進条例を施行（10月）し、和歌山県産業技術戦略会議を
設置（11月）
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２．農林水産業の振興

 ①　共通

○ 新農林水産業戦略プロジェクトを展開

・ ハイメック方式による超高糖度トマトの生産拡大と販路開拓（橋本市、伊都郡
全域）

・ しもつみかん(貯蔵みかん)高品質生産及び加工品開発、販路開拓（海南市下
津町）

・ 県オリジナル品種「ゆら早生」のブランド確立と販売促進（県全域）

・ 柿酢を活用した新商品開発と販路拡大（かつらぎ町）

・ 有田みかん早和ブランドの生産拡大と加工・販売促進（有田市）

・ 冷凍梅の販路開拓と新たな梅加工品の開発（田辺市、上富田町）

・ イノブタの繁殖・肥育一貫生産体制の構築と販売促進（すさみ町）

・ ヒロメの一元集出荷体制による生産拡大と京阪神への販路開拓（田辺市、白
浜町）

・ 黒豆栽培における枝豆出荷の拡大と販路開拓（紀の川市）

・ 花き生産・流通の低コスト化とオリジナル品種の販売促進（御坊市）

・ かんきつ類の出荷時期拡大のための生産・流通対策と加工品開発、販売促
進（由良町）

・ ミニトマト（赤糖房・優糖星）の高品質生産及び加工品開発、販売促進（印南
町）

・ 熊野牛の生産拡大と加工品開発、販売促進（県全域）

・ 川添茶の生産性向上及び新商品開発、販売促進（白浜町）

・ ゆずの生産拡大、加工品開発と販路開拓（古座川町）

・ 未利用魚や地域特産魚を活用した加工品開発と販売促進（県全域）
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 ②　農業・水産業

○ 「和歌山で農業しませんか」プロジェクトを実施

農業法人での雇用総数:８法人、14人
農家での雇用総数：32農家、32人　（いずれも11月末現在）

○ 漁業担い手確保・育成緊急対策事業を実施

４漁協で17名が研修

○

○ わかやま産品商談会ｉｎ大阪を開催（２月）

県内94事業者（うち新規35）が出展

○ 2009スーパーマーケット・トレードショーで「プレミア和歌山」発表(２月)

○ FOODEX　JAPAN 2009に和歌山ブースを出展（３月）

県内31事業者が出展

○ 2009食博覧会・大阪に出展（4月）

県内７事業者が出展

○ 県産品のトップセールスを実施

・ 蔵出しみかん（札幌市中央卸売市場）（２月）

・ 梅（東京・大田市場）（６月）

・ 桃（大阪市中央卸売市場、大丸京都店）（７月）

・ 柿（南海なんば駅）（10月）

・ みかん（東京・お台場）（12月）

・ 在フランス日本国大使公邸、在ミラノ総領事公邸でトップセールスを実施（10
月）

「和歌山県農水産物・加工食品の販売促進戦略　アクションプログラム2009」を策
定（５月）
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○ 国際見本市に出展

・ アジア・フルーツロジィスティカ2009（香港）（９月）

・ アヌーガ2009（ドイツ）（10月）

○ 中国・上海に県産品テスト販売ブースを開設（10月）

○ 中国・上海での日本フェアに出展（11月）

○ 海外百貨店等で和歌山フェアを開催

・ マレーシア（伊勢丹）（１月）

・ 台湾（太平洋崇光）（２月）

・ シンガポール（伊勢丹）（７月、11月）

・ タイ（伊勢丹）（10月）

・ 香港（ＹＡＴＡ一田）（10月）

○ 香港で商談会を開催（９月）

５事業者が参加

○ 食品メーカーとの協働

山崎製パン（株）との協働
　　紀州備長炭と紀州うめたまごを使用した「ジャイアントパンダパン」　（９月）

サッポロ飲料㈱との協働
　　和歌山県産うめを使用した「カラダにおいしい梅　かほり梅」（９月）

カルビー㈱との協働
　　和歌山県産山椒を使用した「かっぱえびせん味紀行　黒煎り七味」（11月）

○

・ 楽天(株)が運営する「まち楽」に和歌山県ＰＲページ開設(１月)

・ 日本最大手ジュピターショップチャンネルで和歌山県産品特集（LIVE)（２月）

・ 「美味しんぼ和歌山編」連載開始（２月）

・ 南高梅の里を舞台にした「レッド・リン－紅い梅と蒼い空－」連載開始（８月）

メディアを活用した販売促進
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○

○

 ③　林業

○ 第６２回全国植樹祭（平成23年）開催準備

・ 全国植樹祭準備室を設置するとともに、関係課職員を植樹祭推進員に任命
し、全庁を挙げた取組を実施（４月）

・ 県内の森林環境の整備や「第62回全国植樹祭」に関して有識者と意見交換す
るため「紀の国森づくり懇談会」を開催（５月）

・ 第62回全国植樹祭和歌山県実行委員会設立（７月）

○ 大消費地への販売促進

・ 優良紀州材展を東京で開催（３月）

・ 紀州材を使って平成20年に建築した「東京大学くうかん実験棟」で紀州材をＰ
Ｒ（５月）

・ 水都大阪2009朝市リバーカフェに紀州材ブースを出展（９月）

・ 大紀州材祭を東京で開催（10月）

・ ジャパンホームショー（東京）に出展（11月）

○

○ 「企業の森」新規調印企業・団体が５あり、計５１に

（株）資生堂　　　　　　　白浜町椿　　　　　　　　　　２月

（株）えにし　　　　　　　 田辺市本宮町　　　　　　　 ３月

（株）パンジー　　　　　　田辺市中辺路町　　　　　　５月

中田食品(株)　　　　　　田辺市中辺路町　　　　　　７月

(株)ＮＴＴドコモ　　　　　 有田川町　　　　　　　　　　10月

わかやま喜集館リニューアルオープン(１月)

水都大阪2009のメイン会場「水辺の文化座」を紀州材で整備(８月)

インターネットショッピングモール「ふるさと和歌山わいわい市場」リニューアル
オープン（４月）
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Ⅶ　癒しと感動を与える誇れる郷土和歌山

１．観光の振興

○ 「和歌山県観光振興アクションプログラム2009」を策定（４月）

○

・ 将棋「名人戦」高野山決戦(高野町)（5月）

・ 高野山熊野三山シンポジウム（東京）（10月）

・ 国際フォーラムｉｎ熊野本宮（田辺市本宮町）（11月）

・ 海外・国内ネットワークシンポジウム（和歌山市）（11月）

・ 世界から見た熊野の魅力シンポジウム（名古屋市）（11月）

・ 三県連携シンポジウム（東京・大阪）（11月）

・ 首都圏主要書店で高野山・熊野三山をＰＲ(６月)

○ 「わかやま食旅」サイトを開設（６月）

○ 国内の誘客を図る取組

・ 近畿圏及び中部圏からの修学旅行・教育旅行の誘致をより一層推進するため
「２００９体験・学び・感動の修学旅行セミナー」を大阪、名古屋で開催（８月）
※　修学旅行誘致実績　８府県から15校、2,450人

・ 観光物産イベント「Leわかやまマルシェ2009in赤坂サカス」を開催（10月）

・ 信用金庫業界の年金旅行誘致に向けて「きのくに地域活性化セミナー」をきの
くに信用金庫と共同開催（11月）

○ 海外からの誘客を図る取組

・ 台湾から南紀白浜空港へのチャーター便就航(１月)

・ シンガポール・タイ現地プロモーション（三重県と連携）（１月）

・ 台湾現地プロモーション（３月、11月）

・ 中国・第６回東アジア国際観光博覧会（4月）

・ 韓国・2009年ハナツアー旅行博覧会（5月）

・ 第23回香港国際旅游展（ＩＴＥ２００９）（6月）

・ 中国・BITE２００９北京国際旅遊博（6月）

世界遺産登録５周年記念事業を展開
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・ 欧州・トッププロモーション（フランス・イタリア）（10月）

・ 中国山東省と観光交流に関する協定締結（12月）

○ おもてなしの向上

・ 観光施設の従業員等を対象とした接遇研修を実施
　10ヶ所　440人（７月～）

２．誇れる郷土づくり

○ 愛着の持てる元気な農山漁村づくり

・ 「わがまち元気プロジェクト」を展開

　”真田・紀州九度山”まちづくり（九度山町）

　”イノブタ”を核にした新複合産業の創出（すさみ町）

　”花のまち御坊”ステップアッププラン（御坊市）

　”由良・白崎海岸”観光まちづくり（由良町）

　”南紀白浜・川添茶”の振興と白浜観光魅力アップ（白浜町）

・ 企業と農村地域が連携・協力しながら農地保全や地産地消の推進、景観保全
活動などに取り組む「企業のふるさと」をスタート（５月）
　伊藤忠商事(株)、天野の里づくりの会、かつらぎ町、県で覚書調印

・ 「わかやま田舎暮らしセミナー」を毎月大阪で開催（４月～）

・ ＵＩターン人材誘致のため、『和歌山で「和」の仕事人になろう』プロジェクトを実
施（９月）

・ 新過疎法制定実現和歌山県総決起大会開催（10月）

○ 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」にふさわしい地域づくり

・ 田辺市が新設した「世界遺産熊野本宮館」内に「和歌山県世界遺産センター」
を移設（7月）

・ 高野山町石道、熊野古道大辺路にスタンプ押印所が完成（熊野古道中辺路と
あわせ県内参詣道に押印所整備完了）（11月）
　熊野古道中辺路　36カ所、大辺路　６カ所、高野山町石道　７カ所

・ 誘導板及び解説板整備（木製、茶色、ローマ字併記で統一化）
　大雲取越、小雲取越、大辺路　（中辺路は平成20年に整備）

・ 一万人の参詣道環境保全活動を実施

○ 地域の魅力づくり

・ 「和歌山県景観計画」施行（１月）
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３．環境・自然の保全

○

○

○

食品スーパー等のレジ袋の無料配布中止の取組がスタート（１月）

バイオマス活用に向けた高発熱量ブリケット（豆炭状の燃料）製造技術の開発と
低コスト木チップ化実証試験を実施（日高川町）

県立自然公園の抜本的見直しを行い、３公園の新規指定、１公園の指定解除、９
公園の区域見直しを実施（４月）
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Ⅷ　県民の命と暮らしを守る安全安心和歌山

１．防災・減災社会の実現

○

○

○

２．暮らしの安全・安心

○ 新型インフルエンザ対策本部を設置（4月）

○ 消費生活相談員の養成を開始（10月）

○ 交通信号灯器の視認性を良くするためにＬＥＤ化を推進

○

○ 初動警察活動強化のため新通信指令システムの運用開始

非行防止教室の開催に加え、退職警察官等を「学校支援サポーター」として問題
行動多発学校へ派遣する「きのくにスクールサポート事業」を実施

災害発生時、防災ヘリコプターにより全県地域において被災状況をリアルタイム
で見ることができる「ヘリテレシステム」を整備するとともに、全県移動系防災行政
無線の不感地域をすべて解消

災害発生直後に孤立集落の状況を把握するため、通信手段を持たない集落に、
防災行政無線や衛星携帯電話など地域の実情に合った通信手段の整備を支援

大規模災害時に自衛隊などの救援部隊や救援物資などを受け入れる機能を持
つ広域防災拠点（4ゾーン）を決定し、ヘリポートや資機材等を整備
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Ⅸ　にぎわいと交流を支える公共インフラを整備する和歌山

１．交通ネットワークの充実

○ 道路網の整備

・ 国道１６８号（越路道路）供用開始（２月）

・ 主要地方道御坊美山線（「船津工区」「観音寺橋」）供用開始（３月）

・ 一般県道興加茂郷停車場線（曽根田工区）供用開始（４月）

・ 国土開発幹線自動車道建設会議が、近畿自動車道紀勢線 御坊～南紀田辺
間の４車線化を決定（４月）

・ 国道３７１号　温川トンネル（温川バイパス）供用開始（４月）

・ 京奈和自動車道　紀北西道路　起工（６月）

・ 湯浅御坊道路の４車線化の都市計画手続き開始（７月）

・ 近畿自動車道紀勢線　南紀田辺～すさみ間　工事着工（７月）

・ 一般県道小豆島船所線（六十谷工区）供用開始（10月）

・ 国道４２４号（修理川バイパス）供用開始（10月）

・ 都市計画道路　西脇山口線（善明寺工区）供用開始（10月）

・ 主要地方道吉備金屋線（天満～植野工区）供用開始（11月）

○ 道路整備推進のための活動

・ 国による費用便益比（B/C）の点検結果に対する和歌山県意見の提出（４月）

・ 近畿自動車道紀勢線の整備推進を求める要望活動（４月）

・ 地方の高速道路の整備推進を求める１１県合同緊急要望活動（４月）

・ 第１次的高速道路ネットワークの早期連結を目指す９県合同政策提言（11月）

・ 近畿自動車道４車線化などの道路整備の促進を求める要請（12月）

○ 交通機能の充実

・ 高速道路料金値下げの影響を受ける南海フェリー和歌山徳島航路の維持を
目指し、徳島県と共同で料金値下げを柱とした社会実験を実施（７月～）
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２．ＩＴ基盤整備と利活用推進

○ ブロードバンド基盤整備の推進

・ 平成21年度中にブロードバンド整備世帯率を99.9%に

○ 携帯電話不感地域の解消

・ 平成21年度中に47カ所の不感地区で携帯電話エリア整備を実施
　人口比で99.８％のエリアで携帯電話が利用可能に

○ 県行政ネットワーク「きのくにｅ－ねっと」を民間開放(３月)

３．快適な暮らしの実現

○ 紀の川中流流域下水道那賀浄化センター通水式（１月）

○ プレジャーボート対策として、紀北地域の放置等禁止区域（港湾法）及び重点調
整区域（プレジャーボートの係留保管の適正化に関する条例）指定の適用開始
（４月）
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立地場所 操業開始予定
雇用予定
(人)

投資額
(億円)

進出協定締結

1 和歌山市 H19年 6月 34 2.60 ※
2 和歌山市 H19年 6月 5 0.70

3 和歌山市 H19年 7月 － －

4 橋本市 H20年 2月 20 3.70 ※
5 海南市 H19年10月 40 7.00 ※
6 和歌山市 H19年11月 20 8.00 ※
7 橋本市 H20年 1月 5 2.30 ※
8 印南町 H19年11月 7 14.80 ※
9 和歌山市 H20年 4月 2 1.00

10 和歌山市 H20年 1月 － －

11 和歌山市 H20年 1月 － －

12 みなべ町 H20年 1月 － －

13 上富田町 H20年 1月 25 20.00 ※
14 日高川町 H20年 9月 16 18.00 ※
15 紀の川市 H20年 5月 50 45.00

16 紀の川市 H20年 7月 160 20.00 ※
17 和歌山市 H21年 1月 － －

18 和歌山市 H20年11月 5 1.00

19 和歌山市 H20年 8月 30 24.00 ※
20 和歌山市 H21年 7月 － 1,600.00

21 和歌山市 H24年下期 － 1,150.00

22 和歌山市 H19年 8月 － －

23 和歌山市 未定 － －

24 岩出市 未定 － －

25 紀の川市 H19年 9月 － －

26 和歌山市 H20年 4月 － －

27 和歌山市 H20年 7月 120 1.00 ※
28 和歌山市 H20年 1月 15 0.05 ※
29 和歌山市 H20年 8月 － －

30 紀の川市 未定 － －

31 紀の川市 H21年 8月 － －

32 橋本市 未定 15 1.75 ※
33 御坊市 H21年 8月 35 22.00 ※
34 橋本市 H21年10月 60 14.00 ※
35 海南市 H20年 5月 20 0.03 ※
36 和歌山市 H22年 10 5.00 ※
37 和歌山市 H20年 5月 30 5.00 ※
38 和歌山市 H24年 4月 40 50.00 ※
39 日高川町 H21年 4月 48 1.00 ※
40 白浜町 未定 10 1.50 ※
41 和歌山市 H21年10月 15 2.00 ※
42 和歌山市 H21年 2月 18 6.80 ※
43 橋本市 H22年 4月 16 2.50 ※
44 田辺市 H22年 3月 16 3.60 ※
45 和歌山市 H21年 5月 － －

46 橋本市 H22年 4月 5 1.40

47 紀の川市 H21年 8月 19 3.70 ※
48 橋本市 H23年 14 2.20 ※
49 和歌山市 H22年 5月 － －

50 有田市 H21年10月 20 1.10 ※
51 紀の川市 H21年10月 15 3.00 ※
52 和歌山市 H23年 4月 0 3.50

53 和歌山市 H21年 6月 0 7.50

54 和歌山市 H21年11月 0 4.50

55 和歌山市 H21年12月 4 47.00

56 和歌山市 H21年 3月 0 0.70

57 橋本市 未定 － －

58 有田市 H21年 3月 － －

59 紀の川市 H20年10月 － －

60 みなべ町 H20年12月 － －

61 和歌山市 H21年 5月 5 0.66

62 橋本市 H22年 4月 12 8.00 ※
63 田辺市 H21年 7月 12 0.03 ※
64 海南市 H22年12月 16 25.00 ※
65 有田川町 H22年 1月 7 5.60 ※
66 和歌山市 H23年 2月 － 160.00

67 紀の川市 H22年 3月 0 18.00

68 和歌山市 H22年 6月 0 20.00

69 御坊市 H22年12月 0 7.70

70 橋本市 未定 － －

71 みなべ町 H23年 3月 14 10.80 ※
72 岩出市 H21年12月 20 －

－－－－ －－－－ 1,0501,0501,0501,050 3,364.723,364.723,364.723,364.72 34343434
注：投資額には土地代を含まない。雇用予定・投資額の―欄については発表データなし。

(株)ニッコク
ミナベ化工

共同印刷㈱

合合合合　　　　計計計計

ペトロマテリアル㈱（旧日本石油鋼管㈱）

東京製綱㈱

セイカ㈱

㈱マルテン天満屋

㈱コズミックランド

大阪富士工業㈱

笠野興産㈱

住友精密工業（株）

エアウォーター㈱

南海化学工業㈱

大日本除虫菊㈱

㈱三晃精密

㈱ふみこ農園

㈱テクノ・アシスト

棒引製材

白光印刷

林化成㈱

㈱見果てぬ夢

尾高ゴム工業㈱

太洋工業（株）

朝日オリコミ和歌山

㈱中井鉄工所

㈱しんこう技研

旭精機㈱

㈱ＮＭソルト

木本産業㈱

花王（株）

田辺金属工業㈱（旧大塔金属工業㈱）

㈲コバタ総合研究所

企業名

原田織物㈱

㈱タカショー

ペトロマテリアル㈱(旧日本石油鋼管㈱）

アトラック㈱

恵和㈱

㈱ＮＭソルト

○○○○平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年１２１２１２１２月以降月以降月以降月以降のののの本県本県本県本県へのへのへのへの企業立地動向企業立地動向企業立地動向企業立地動向

㈱松源
亀宝倉庫㈱

エアウォーター㈱

南海化学工業㈱

剤盛堂薬品㈱

ミナベ化工㈱

㈱ＮＴＮ

㈱スミロン

パナソニック㈱エナジー社

アイコム㈱

本州化学㈱

辻岡運輸㈱

㈱オークワ

住友金属工業㈱

和興建産㈱

太陽食品㈱

極東化成工業㈱

尾高ゴム工業㈱

関戸運輸㈱

ビーウィズ㈱

㈱ユアブレインズ

アドバン工業㈱

㈱アルバック

㈱エスアールアイ

㈲久保田エンジニア

㈱ホタニ

大輪産業㈱

恵和㈱

豊国金属工業(株)

花王（株） ※研究施設

紀和化学工業(株)

三菱電機(株)

日建産業(株)


	平成21年 県政の軌跡 目次
	Ⅰ　県民と親しみ、県外に進攻した活動実績
	Ⅱ　談合システムからの訣別と清潔な県政の実現
	Ⅲ　新しい県政の運営方法の導入-1
	Ⅲ　新しい県政の運営方法の導入-2
	Ⅳ　未来を拓くひたむきな人間力を育む和歌山-1
	Ⅳ　未来を拓くひたむきな人間力を育む和歌山-2
	Ⅳ　未来を拓くひたむきな人間力を育む和歌山-3
	Ⅴ　生涯現役で誰もが活躍できる和歌山-1
	Ⅴ　生涯現役で誰もが活躍できる和歌山-2
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-1
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-2
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-3
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-4
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-5
	Ⅵ　国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山-6
	Ⅶ　癒しと感動を与える誇れる郷土和歌山-1
	Ⅶ　癒しと感動を与える誇れる郷土和歌山-2
	Ⅶ　癒しと感動を与える誇れる郷土和歌山-3
	Ⅷ　県民の命と暮らしを守る安全安心和歌山
	Ⅸ　にぎわいと交流を支える公共インフラを整備する和歌山-1
	Ⅸ　にぎわいと交流を支える公共インフラを整備する和歌山-2
	平成１８年１２月以降の本県への企業立地動向

